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§１．研究成果の概要 
 

2 つの主流な実行時コンパイル方式を融合したハイブリッド方式を実言語レベルで実現するため

に、RPython フレームワークにおいて、ハイブリッドコンパイル手法を実現するためのアイディアを

考案した。そして、その概要を PPL 2021 ワークショップのポスターセッションにて発表した。本研究

は、既存のフレームワークをなるべく変更せずに実現するという特徴と、ハイブリッド化により既存の

コンパイラの能力を引き上げ更なる高速化へつなげることができるという利点がある。 

 

提案技術の実アプリケーションへの応用として、データ構造可視化型プログラミング環境 Kanon の

汎言語化にも取り組んでいる。Kanon は JavaScript 言語に特化して開発されてきたが、開発環境

を多言語対応することによってより多くのプログラマへ研究成果を還元していく。実現に向けて、

Kanon 内で扱うオブジェクト情報をメタコンパイラフレームワーク内で記録・再生する手法のアイディ

アを考案した。その成果を PPL 2021 ワークショップのポスターセッションで発表した。 

 

 

 

 

 

 


